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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　修正前，後の原稿画像を読込んで記憶する画像取得手段，
　少なくとも，上記画像取得手段により取得した修正前，後の原稿画像を表示装置に交互
に表示させるように制御する表示制御手段，
　上記表示装置に表示されている原稿画像に関する画像に関連して，修正箇所とそれに関
連づけた作業内容情報とを入力する情報入力手段，および
　上記情報入力手段によって入力された修正箇所とそれに関連づけた作業内容情報とを上
記表示装置に表示されている画像に関連して記憶する作業履歴記憶手段，
　を備える検版装置。
【請求項２】
　修正前，後の原稿画像の差分を表わす差分画像を算出する差分画像生成手段を備え，
　上記表示制御手段は，上記差分画像生成手段によって生成された差分画像を表示するよ
うに制御するものである，
　請求項１に記載の検版装置。
【請求項３】
　上記表示制御手段は，修正前の原稿画像と，修正後の原稿画像と，差分画像とを順次表
示するように制御するものである，
　請求項２に記載の検版装置。
【請求項４】
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　上記作業履歴記憶手段は上記差分画像に関連して作業内容情報を記憶する，請求項２ま
たは３に記載の検版装置。
【請求項５】
　上記表示制御手段は修正前，後の画像をさらに並べて表示するように制御する，請求項
１から４のいずれか一項に記載の検版装置。
【請求項６】
　修正前，後の原稿画像を読込んで記憶し，
　少なくとも，取得した修正前，後の原稿画像を表示装置に交互に表示させ，
　上記表示装置に表示されている原稿画像に関する画像に関連して入力される，修正箇所
とそれに関連づけた作業内容情報とを受付け，そして
　受付けた修正箇所とそれに関連づけた作業内容情報とを上記表示装置に表示されている
画像に関連して作業履歴として記憶する，
　検版方法。
【請求項７】
　修正前，後の原稿画像を読込んで記憶し，
　少なくとも，取得した修正前，後の原稿画像を表示装置に交互に表示させ，
　上記表示装置に表示されている原稿画像に関する画像に関連して入力される，修正箇所
とそれに関連づけた作業内容情報とを受付け，そして
　受付けた修正箇所とそれに関連づけた作業内容情報とを上記表示装置に表示されている
画像に関連して作業履歴として記憶するようにコンピュータを制御する検版のためのプロ
グラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は印刷物等のチェック（校正，またはその確認等）を行うための検版装置，方
法およびプログラムに関する。
【従来技術】
【０００２】
　校正作業業務において，あおり検版と呼ばれる手法がある。あおり検版とは，修正前，
後の原稿の印刷物を重ね合わせ，上側の印刷物を素早くめくり，再び重ねる動作を繰返し
（「あおり」），両印刷物の残像を利用し，目視で文字や画像の誤りを検査する手法であ
る。しかし，このあおり検版では，修正前，後の印刷物を必要とし，カンプ紙の使用量が
多くなりコストが増える問題がある。また検査者の熟練度により見落とし等の事故が発生
する可能性が存在する。
【０００３】
　特許文献１には，２枚の原稿の画像をディジタル的に読込んでそれらの一致，不一致を
検出し，不一致部分にその旨を示すマーキングを施す検版装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－２７１００９号公報
【０００５】
　しかしながら，この検版装置は不一致箇所のマーキングを表示装置に表示させるだけの
ものであり，検査者はそれを見るだけであるから，特に修正箇所が多岐にわたる場合には
，依然として見落としの危険性がある。
【発明の開示】
【０００６】
　この発明はあおり検版と同様の効果を得ることができる上に，見落とし事故の発生の低
減を図れるようにすることを目的とする。
【０００７】



(3) JP 6197486 B2 2017.9.20

10

20

30

40

50

　この発明はまた，仮に見落としが発生したとしても履歴によりそれに対処できるように
することを目的とする。
【０００８】
　この発明による検版装置は，修正前，後の原稿画像を読込んで記憶する画像取得手段，
少なくとも，上記画像取得手段により取得した修正前，後の原稿画像を表示装置に交互に
表示させるように制御する表示制御手段，上記表示装置に表示されている原稿画像に関す
る画像に関連して作業内容情報を入力する情報入力手段，および上記情報入力手段によっ
て入力された作業内容情報を上記表示装置に表示されている画像に関連して記憶する作業
履歴記憶手段を備えるものである。
【０００９】
　元の原稿画像は，紙面に印刷されたものでも，ディジタル・データにより表わされてい
るものでもよい。いずれにしても画像取得手段により，修正前，後の原稿画像の画像デー
タが得られる。
【００１０】
　少なくとも，修正前，後の原稿画像を交互に表示させるとは，後述するように修正前，
後の原稿画像に加えてそれらの差分画像がある場合には，これらの３つの画像を順に表示
することを含むものである。これらの画像を表示している時間間隔は任意であるが，その
切換えはオペレータによる手動指示に応じて行っても，装置が自動的に行ってもよい。切
換時間間隔は固定でも可変でもよい。
【００１１】
　作業内容情報は，好ましくは後述する差分画像に関連して入力されるが，修正前，後の
いずれの原稿画像に関連させてもよい。入力された作業内容情報は，それが関連する画像
（画像内の特定の部分にさらに関連させてもよい）に対応づけていれば（リンクされてい
れば），画像の記憶領域と異なる記憶領域に記憶させてもよい。
【００１２】
　好ましい実施態様によると，上記検版装置は，修正前，後の原稿画像の差分を表わす差
分画像を算出する差分画像生成手段を備える。そして，上記表示制御手段が，上記差分画
像生成手段によって生成された差分画像を表示するように制御する。
【００１３】
　望ましい実施態様では，上記表示制御手段は，修正前の原稿画像と，修正後の原稿画像
と，差分画像とを順次表示するように制御する。
【００１４】
　また，上記作業履歴記憶手段は上記差分画像に関連して作業内容情報を記憶する。
【００１５】
　この発明によると，修正前，後の原稿画像，およびさらに要すれば差分画像を交互に（
順次）表示装置に表示しているので，従来から手動で行なわれていた「あおり」と同じよ
うに，残像を利用して，画像の誤りを検出したり確認したりすることができる。また，作
業者が表示されている画像（好ましくは差分画像）に関連して（さらに，要すれば修正箇
所を明示してそれに関連づけて）作業内容等を記入するので，視覚のみならず，入力手段
を用いて手を動かして書込むから，誤り等に気づきやすくなり，見落とし等の事故の低減
を図ることが期待できる。さらに，書込まれた作業内容等が保存され，修正履歴が残るの
で，後日，何らかの問題が発生したときに，その履歴をみて対処することが容易となる。
【００１６】
　この発明は上記検版装置が実行する検版方法を提供している。この検版方法は，修正前
，後の原稿画像を読込んで記憶し，少なくとも，取得した修正前，後の原稿画像を表示装
置に交互に表示させ，上記表示装置に表示されている原稿画像に関する画像に関連して入
力される作業内容情報を受付け，そして受付けた作業内容情報を上記表示装置に表示され
ている画像に関連して作業履歴として記憶するものである。
【００１７】
　この発明は上記方法をコンピュータに実行させるプログラムもまた提供している。この
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発明によるプログラムは，修正前，後の原稿画像を読込んで記憶し，少なくとも，取得し
た修正前，後の原稿画像を表示装置に交互に表示させ，上記表示装置に表示されている原
稿画像に関する画像に関連して入力される作業内容情報を受付け，そして受付けた作業内
容情報を上記表示装置に表示されている画像に関連して作業履歴として記憶するようにコ
ンピュータを制御する検版のためのプログラムである。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】検版装置の電気的構成の概要を示す機能ブロック図である。
【図２】原稿画像の例を示すもので，(A)は修正前画像を，(B)は修正後画像を，(C) はそ
れらの差分画像をそれぞれ示している。
【図３】修正前，後の画像を並べて表示画面に表示した様子を示す。
【図４】修正前画像，修正後画像，差分画像を表示画面に順次表示する態様を示すもので
，そのうち修正前画像を表示している状態を示す。
【図５】修正前画像，修正後画像，差分画像を表示画面に順次表示する態様を示すもので
，そのうち修正後画像を表示している状態を示す。
【図６】修正前画像，修正後画像，差分画像を表示画面に順次表示する態様を示すもので
，そのうち差分画像を表示している状態を示す。
【図７】表示画面に表示されている差分画像に修正箇所を明示し，修正内容を指示した様
子を示す。
【図８】検版処理の一連の流れを示すフローチャートである。
【実施例】
【００１９】
　図１は検版装置の全体的な電気的構成の概要を示すものである。
【００２０】
　検版装置は制御装置10を含み，これは一般的にはコンピュータにより実現される。制御
装置10がプログラムにしたがって動作するときに果たすいくつかの代表的な機能をブロッ
クで表わしている。それは，表示制御部（手段，処理）21，差分画像生成部（手段，処理
）22，入出力制御部（手段，処理）13，記憶部（手段，処理）14，およびデータベース（
ＤＢ）制御部（手段，処理）31である。
【００２１】
　検版装置はさらに，原稿画像入力部11，作業内容情報入力部12，表示装置20およびデー
タベース（ＤＢ）装置30を備えている。
【００２２】
　原稿画像入力部11から入力される原稿画像には，相互に比較される原稿画像，すなわち
修正前の原稿画像と修正後の原稿画像がある。この検版装置は校正作業業務における検査
を行うものであるから，原稿画像とは紙に印刷すれば印刷物となるような検査対象を表わ
し，画像には文字，数字，記号，図形，その他の表現されたものが含まれる。
【００２３】
　比較の対象となるものは，コンピュータ・システムが取扱うものであるから，当然コン
ピュータ・システム内ではディジタル画像データであるが，システムに入力される前には
さまざまな形態をとりうる。すなわち，紙等に印刷されたものでもよいし，CD－ROM 等の
記録媒体に記録されたものでもよいし，通信回線を通して送信されてくるものでもよい。
修正前の原稿画像が印刷物で，修正後の原稿画像が受信した画像データで表わされるとい
うような組合せも含まれる。当然，修正前，後の原稿画像がともに印刷物でもよいし，と
もにディジタル・データでもよい。
【００２４】
　原稿画像入力部11はこのような種々の原稿画像の形態に対応しうるものである。原稿画
像入力部11は，画像スキャナー，パーソナル・コンピュータ（端末装置），通信装置，CD
－ROM 等の記録媒体の読取装置のうちのいずれか一つ，または複数の組合せにより実現さ
れる。
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【００２５】
　作業内容情報入力部12は，修正前，後の原稿画像の比較，差分画像の確認等を行ったオ
ペレータがそのときの作業内容，指示，その他のメモを入力するもので，一般的にはキー
ボード，マウス等で実現される。
【００２６】
　入力制御部13はこれらの入力部11，12から入力された原稿画像データや作業内容等のテ
キストデータを受付け，必要に応じてそのフォーマット等を変換して，ＤＢ制御部31を経
てＤＢ装置30に転送したり，記憶部14に一時的に記憶したりするものである。記憶部14は
一般的にハードディスク，または半導体メモリであり，コンピュータ・システムの各種処
理プログラムを格納したり，ワークエリアとして働く。
【００２７】
　ＤＢ装置30は，入力された修正前，後の原稿画像の画像データや生成された差分画像の
画像データ等を格納する実データ保管領域と，入力された作業内容情報（主にテキストデ
ータ）を格納する作業履歴保管領域とを有する。
【００２８】
　差分画像生成部22は，対をなす（比較対象となる）修正前，後の原稿画像の差分を表わ
す画像を生成する。
【００２９】
　表示制御部21は，後述するように，表示装置20における修正前，後の原稿画像，差分画
像，作業内容情報等の表示を制御する。
【００３０】
　図２は原稿画像の一例を示すものである。図２(A)は修正前の原稿画像を示し，図２(B)
は修正後の原稿画像を示している。正しく修正されていれば修正前，後の原稿画像は同一
となるから，その差分はノイズ成分等を除き，現われない。図２に示す例では，正しく修
正されていないので差分画像（修正前画像から修正後画像を画素ごとに差引いた画像）が
現われる。図２(C) がその差分画像である。図２では元々カラーの画像をグレイスケール
で表現しているので，差分画像は，グレイレベルの差分を表わしているようには必ずしも
見えないが，カラーの差分画像をグレイレベルに変換したものと理解されたい。
【００３１】
　図８は検版装置のコンピュータ・システムがそのプログラム（主に表示制御部21のプロ
グラム）にしたがって行う処理の手順を示すものである。対となる修正前，後の原稿画像
の画像データは既に入力部11から入力され，ＤＢ装置30の実データ保管領域に格納されて
いるものとする。図２には一対の修正前，後の原稿画像しか示されていないが，パンフレ
ット，書籍の場合のように，複数ページにわたる（複数対の）修正前，後の原稿画像がＤ
Ｂ装置30に格納されているものとする。また，これら対をなす修正前，後の原稿画像の差
分画像が差分画像生成部22で作成され，ＤＢ装置30に格納されているものとする。
【００３２】
　ＤＢ制御部31はＤＢ装置30から修正前，後の原稿画像，それらの差分画像を読み出して
表示制御部21に与える（Ｓ11）。表示制御部21はこれらの画像を表示装置20に表示する（
Ｓ12）。図３は修正前，後の原稿画像を表示装置20の表示画面に並べて表示した様子を示
している。これに差分画像を加えて表示してもよい。これらの表示をみて，オペレータは
修正前，後の画像の違いを大雑把に把握することができる。
【００３３】
　オペレータはさまざまな表示操作を行うことができる。図６に示すように，差分画像の
みを表示装置20に表示させると，オペレータは目視で差分部分を知ることができる（Ｓ14
）。さらに詳細に差分部分を確認し，どこが正しく修正されているのか，どこが修正され
ていないのか，今後どのように修正すればよいのかを考え，かつ判断するためにオペレー
タは，修正前原稿画像（図４），修正後原稿画像（図５），差分画像（図６）を順次，表
示させ，必要に応じてこれを繰返す（Ｓ15）。この順次の表示は表示制御部21で行なわれ
る。オペレータが「次」の指令をたとえばキーボードから入力するごとに，表示される画
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示してもよい。
【００３４】
　表示する画像を切換えて順次表示する態様は，従来，手動で行っていた「あおり」の操
作と同等のもので，オペレータは目に残る残像等に基づいて修正内容を正しく把握し，以
降に行うべき修正作業を判断する。
【００３５】
　オペレータは以降の修正作業指示を思いつくと，表示画面を差分画像表示に切換える（
または固定する）。表示制御部21は図６または図７に示すような差分画像を表示する。オ
ペレータは，入力部12から修正すべき箇所を，表示されている差分画像上で明示し（図７
に破線で囲まれている範囲），以降に行うべき指示を修正箇所の近く（関連づけて）に書
込む（入力する）（図７に「絵柄差替」，「色調変更」と表示されているもの）（Ｓ16）
。入力制御部13はこのようなコメント，指示等を取込み，ＤＢ装置30内の作業履歴保管領
域内に，対をなす修正前，後の画像およびその差分画像の識別符号と関連づけて，さらに
差分画像上の修正箇所の明示（破線の囲み）と関連づけて，格納する。必要に応じて，修
正箇所（破線の囲み）が明示された差分画像も，修正前，後の画像とともにＤＢ装置30内
の実データ保管領域に格納される。たとえば，頁ごとに，修正前，後の画像，差分画像，
作業内容（修正）指示情報の画像の４種類の画像をフォルダに保存し，ジョブ番号を付し
てＤＢ装置30に保存する。
【００３６】
　このように，オペレータは作業内容情報入力部12を用いて，自らの手を用いて修正内容
等を入力して差分画像に書込み，この過程で修正内容等を反芻するので，見落としや誤り
等の事故を低減することができる。また，入力された作業履歴はＤＢ装置30内に格納され
るので，後日問題が発生したときにこれを参照することができる。
【符号の説明】
【００３７】
　10　検版装置の制御装置
　11　原稿画像入力部
　12　作業内容情報入力部
　20　表示装置
　21　表示制御部
　22　差分画像生成部
　30　ＤＢ装置
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